
経営比較分析表（令和6年度決算）
岐阜県郡上市　郡上市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 100 50 - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 11 対象 ド 透 訓 救 臨 へ - - 150 【】

- 年度 - 年度 - 年度

20 116

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

37,728 15,089 - 第２種該当 １０：１ 96

Ⅰ 地域において担っている役割
郡上市における中核的医療機関として、二次医療を中心に救急医療、小児医
療、周産期医療、へき地医療等の政策的医療提供の役割を担っている。また高
齢化率が40％に及ぶ同市における高齢患者等の受け皿としての役割を担い、慢
性期医療及び在宅医療の提供を行っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 85.7 83.0 83.7 79.7 77.3当該値 93.1 91.2 91.4 89.9 96.6 当該値 76.1 80.5 77.0 74.0 79.2当該値 84.6 81.9 82.7 78.5 76.0

平均値 80.7 82.2 81.7 81.0 79.7平均値 100.6 105.9 104.3 96.3 93.0 平均値 65.8 65.0 63.3 64.7 67.9平均値 77.1 78.6 78.1 77.5 76.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

経常収支比率は96.6％で単年度赤字は解消できなかったものの、多額の基準外
繰入金の受入により前年比6.7%上昇し、類似病院平均も上回った。
一方、医業収支比率は、給与改定に伴う人件費の大幅増の影響が大きく、前年
比2.4％減の77.3％となった。
入院患者１人1日あたり収益は昨年比△2,815円となったが、コロナ特例加算の
廃止、および療養病棟の再開による単価の減少によるものと考えられる。
職員給与費対医業収益比率は前年比3.3%上昇し、類似病院平均を大きく上回っ
た。人件費の大幅増加の要因が施設基準の見直しによる人員増等ではなく単に
給与改定によるものであり、人件費の増加に見合った医業収益が得られていな
い厳しい状況を表している。
病床利用率、材料費対医業収益比率については類似病院並みであり、薬品･診療
材料の効率的な調達は一定の水準で達成はできているといえる。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 有形固定資産全体の償却率は類似病院平均を大きく下回っているが、これは資
産の大半を占める建物(耐用年数39年)の供用開始が平成18年度であり、経過年
数18年と平均より新しい建物であるためである。しかし、その内訳である器械
備品減価償却率は、財政難により器械備品の更新の抑制を続けざるを得なかっ
たことから年々上昇し、4年前より11.7％上昇、類似平均より12.6%高い80.0%と
なった。
　1床あたりの有形固定資産額は類似病院の1.07倍と高く、当院は過大な資産を
抱えた病院だといえる。

R06 R02 R03 R04

16.1 16.9 17.8 17.5 17.671.6 当該値36,753 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 37,855 39,289 40,846 41,075

65.6 66.6 65.5 68.39,738 10,758 11,530 10,838 10,969 当該値

11,234 11,512 11,831 11,652

当該値 34,126 40,374 43,164 39,568

18.1

2. 老朽化の状況

全体総括

当院は多額の病院事業債を抱える等により繰出基準額が高額になる。なおかつ
当市には南北に公立病院が２院あり、病院事業に対する市の財政負担は極めて
大きい。令和６年度は経営改善期間中の赤字補填として、基準外繰入金を受け
入れることができたため赤字額は減少したが、本業の医業活動による経営状況
はより厳しい状況となっており、経営改善により基準外繰入金に頼らない経営
を目指し、抜本的な経営改善が急務である。
地域の人口や医療需要の変化、医療圏における医療提供体制の変化を踏まえな
がら、他院との機能分化、連携強化についての検討を行い病床機能の転換や適
正化を行い、収益の最大化を目指す必要がある。
費用面においては、適正人員の検証による人件費の抑制、各部門の業務見直し
による事務効率化、契約の見直し・入札による競争推進、医薬品等の調達方法
の見直し、医療材料等の在庫管理の徹底、不必要な経費の洗い出しによる経費
抑制が必要となる。機械備品の老朽化が進んでおり、建設後18年が経過し大規
模な施設設備更新も必要となってきている。更新時期、方法、また更新の要否
を見極め、計画的に更新することが必要である。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

69.2 平均値 17.5 17.3 17.9 18.011,744 平均値 68.5 67.1 66.9 68.141,859 平均値

R05 R06

当該値 60.7 72.8 80.8 101.7 107.2 当該値 42.4

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

49,924,260 50,992,193 51,372,320 51,473,007

平均値 124.2 121.6 118.9 121.9 114.5

77.2 77.8 80.0 85.0 当該値 49,760,82744.7 46.6 48.9 51.9 当該値 73.3

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 42,806,727 43,530,781 44,196,357 45,484,013 48,248,884平均値 72.9 73.9 74.3 72.2 72.4平均値 56.9 58.1 59.4 59.1 60.0
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経営比較分析表（令和6年度決算）
岐阜県郡上市　県北西部地域医療センター国保白鳥病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 46 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 11 - ド 透 訓 救 - - 46 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 46

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

37,728 7,393 第２種該当 - １３：１ 46

Ⅰ 地域において担っている役割
少子高齢化に伴う人口減少などの地域の現状を考慮し、ポストア
キュート、サブアキュートを支え在宅へのつなぎ、あるいは在宅支
援のための入院機能を持ちながら、外来・在宅を中心とした医療を
展開し、保健介護との連携も継続しながら、市民の広義の健康づく
りを支援している。また県北西部地域のへき地医療を安定的に支え
るため、その基盤強化と連携の充実を図る。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 77.7 87.7 81.5 78.7 76.7当該値 96.9 103.9 96.7 95.4 94.1 当該値 66.2 73.2 69.0 73.1 80.1当該値 76.8 86.8 79.7 77.2 75.1

平均値 65.0 67.6 65.8 64.9 63.6平均値 98.0 101.9 100.9 97.1 95.6 平均値 55.9 56.5 53.9 54.9 57.1平均値 60.3 63.2 61.4 60.8 59.3

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

経常収支比率、医業収支比率、修正医業収支比率の指標については
昨年と比較し、外来患者数の減少による医業収益の減少に加え、人
事院勧告によるベースアップ、定期昇給による給与費の増加に伴う
医業費用の大幅な増加により、経常収支比率は△1.3ポイント、医
業収支比率は△2.0ポイント、修正医業収支比率は△2.1ポイントと
昨年度の数値を下回る形となった。
病床利用率については、入院患者数の増加により前年度比+7.0ポイ
ントの80.1％となった。
入院患者1人1日当たりの収益については、入院患者数及び診療単価
の増加により+127円の増加となった。
職員給与費対医業収益比率、材料費対医業収益比率についてはどち
らとも類似病院平均より低く抑えられており、適切な職員配置、薬
品、診療材料の効率的な調達が行われていると考えられる。
令和6年度の指標については昨年度と比較し、病床利用率など一部
で昨年度より改善したものもあるが、全体的に不良な状態となっ
た。今後も経常収支比率が100％を超えるよう、収益増加のための
患者の確保及び経費削減を図り、健全経営の確保に向けて努力して
いく。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 有形固定資産減価償却率、器械備品減価償却率ともに平均値を上
回っており、老朽化が進んでいる。
建物については、病院建設後28年を経過しているため、老朽化調査
を実施したうえで修繕計画を立案し、中長期的な観点から整備を進
めていく。
施設・設備の更新については、耐用年数の到来も見据えた計画的な
投資と財源の均衡を図り、整備を進めていく必要がある。

R06 R02 R03 R04

10.7 10.1 10.5 10.1 10.886.0 当該値34,814 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 29,162 29,802 30,895 31,269

83.3 76.7 80.6 84.310,397 10,802 10,981 10,430 12,670 当該値

8,904 9,068 9,435 9,319

当該値 34,165 33,959 34,790 34,687

16.0

2. 老朽化の状況

全体総括

人口減少や少子高齢化が急速に進展していく中で医療需要も大きく
変化し、地域ごとに適切な医療提供体制の再構築が必要となってい
る。市内の急性期病床は過剰な状態であったため、他の病院との役
割分担に積極的に取り組む意味もあり、令和2年度に病床数の削減
と全ての病床を地域包括ケア病床へと転換した。今後も地域包括ケ
ア病院として、在宅医療支援と一般的な病気への対応を中心に、地
域に密着した多岐にわたる入院ニーズに対応して取り組んでいく。
また地域のかかりつけ医として保健・医療・介護・福祉の一体的提
供、訪問診療や訪問看護サービスの提供、これらを通じた地域包括
ケアシステムの構築に貢献する。
さらに、「県北西部地域医療センター」の基幹病院として県北西部
地域（郡上市、高山市荘川地区、白川村）のへき地診療所と連携し
て、当該地域のへき地医療に積極的に取り組んでいく。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

89.7 平均値 15.9 14.9 15.6 15.49,359 平均値 87.1 84.5 86.0 87.432,712 平均値

R05 R06

当該値 126.1 104.9 111.3 118.4 128.9 当該値 73.1

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

71,049,065 71,108,478 71,432,478 71,814,848

平均値 132.3 141.6 141.5 147.4 145.1

85.0 86.1 85.1 86.6 当該値 68,385,69670.2 71.7 72.5 74.0 当該値 87.2

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 46,069,366 47,725,874 49,580,743 50,826,859 55,159,088平均値 72.3 71.5 72.1 71.9 69.1平均値 57.6 56.9 57.9 59.3 56.1
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